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●研究メンバー●

●活動内容●

－科学技術開発の「良い場」の検討とシステム概念を用いた知識創造場の再設計を試みる－

知識を統合し創造する
システムによる「場」の定義

本学・知識科学研究科は知識を科学の目標とする世界発の研究科である。
ここでのナレッジ・マネジメント研究は、知識変換理論、知識体系化手法、創造性開発のための方法などの領域で既に
いくつかの成果を挙げている。
しかし最近、知識科学は自然科学分野の研究者が創造的な結果を得ることをサポートすべきであるという声があがって
いる。そのために、本プロジェクトは、科学技術開発における「良い場」とはどのようなものであるかを検討している。
特に、野中郁次郎氏（現一橋大学名誉教授）によって与えられた「場」の定義をシステム概念を
使用することで知識創造場を再設計することを試みている＊。それを用いて、技術創造のために大学院等研究機関に
おける「場」を評価するためのシステム方法論を開発している。

＊参考文献して
Yoshiteru Nakamori: Designing, Utilizing and Evaluating Technology-creating Ba
in a Japanese Scientific Research Institution. Systems Research and Behavioral Science, Vol.23, pp.3-19, 2006. 

問題設定：研究に対して有意義な「場」を設定する知識：研究成果（創発）と比較して「場」を評価

社会・関係の領域

原理・事象の領域 認識・心理の領域

Action=知識創造

評価基準=集成能力

評価基準=交流能力

評価基準=想像能力

Action=問題設定

インフラ＝図書館、ネットワーク
アクター＝教員、学生の行動
知識情報＝科学的な知識・情報

インフラ＝ブース、寮、喫茶室
アクター＝教員、学生の行動
知識情報＝洞察に基づく知識・情報

インフラ＝講義室、ゼミ室、実験室
アクター＝教員、学生の行動
知識情報＝経験に基づく知識・情報

Integration

Intelligence

Involvement

Imagination

Intervention

交流の場

想像の場集成の場

主観、直感、知恵、記憶客観、論理、経験、知能、合理

共同主観、興味、感情、信頼、共感
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